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含
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代
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つ
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て

花

山

勝

道

雑
阿
含
経
の
現
在
形
成
立
の
年
代
は
、
一
般
に
は
紀
元
後
三
世
紀
か
ら
五
世

紀
の
間
に
推
定
さ
れ
て
い
る
。

結
論
を
先
に
言
え
ぱ
、
私
は
こ
の
年
代
は
更
に
引
き
下
げ
ら
れ
る
の
で
は
な

い
か
と
思
う
。
本
稿
で
は
難
阿
含
経
の
現
在
形
成
立
年
代
を
五
世
紀
か
ら
六
世

紀
の
間
に
推
定
し
た
。
即
ち
現
在
の
劉
宋
繹
雑
阿
含
経
五
〇
雀
は
、
求
那
駿
陀

羅

の
G
p
b
h
adr
a
が
漢
繹
し
た
當
時
或
は
そ
の
後
に
於
て
現
在
の
如
き
五
〇

雀
の
難
阿
含
経
が
出
來
上
つ
た
と
考
え
る
。
直
言
す
れ
ば
難
阿
含
経
以
外
の
資

料
が
現
在
の
雑
阿
含
経
に
混
入
し
て
い
る
。

(
1
)

學
者

に
よ
れ
ば
、

現
存
す

る
難
阿
含
経

の
成
立
は
三
世
紀
か
ら
五
世
紀

の
間

で
あ
る
と

い
う
。
鄙

ち
、
(
1
)
阿
育
王

A
so
k
a

の
傳

記
、
(
2
)
弗
沙
密
多
王

P
u
s
-

y
a
m
it
r
aの
佛
教
迫
害

の
記
事
、
(
3
)
縄

迦
S
a
k
a
・耶
葉
那
Y

a
v
a
n

鉢
羅

婆

P
a
h
lav
a
・
兜
沙
羅
T
u
k
h
a
r
a
,
 
T
u
s
a
r

a

の
四
王
が
佛

塔
を
破
壊

し
比

丘
を
殺
害
し
た
と

い
う

諸
傳
読

が
難
阿
含
経

の
中
に
読
か
れ
て

い
る
。

こ
れ
ら

は
紀
元
前

三
世
紀
か
ら
紀
元
後

一
世
紀
頃
に
至
る
ま

で
の
事
件

で
あ
り
、

そ
れ

が
教
團
に
於
て
語

り
傳

え
と
し
て
傳
承
さ
れ
る
ま

で
に
は
あ
る

一
定

の
時
期
を

要

し
た

こ
と

で
あ
ろ
う

か
ら
、

こ
れ
ら

の
傳
承
が
難
阿
含
輕

の
中

に
編
入
さ
れ

現

在
の
檬
な
難

阿
含

輕
の
形
式

に
整

理
さ
れ
た

の
は
、

恐
ら
く

「
紀
元
後

二
百

年

か
ら
四
百
年

の
聞

で
あ

つ
て
、
是

が
大
膿

に
於

て
上
下

の
限
界
」

で
あ
ろ
う

と
い
う
の
勿
論

こ
れ
ら

の

一
蓮

の
傳
承

は
後
世

の
あ
る
時
代

に
難
阿
含
輕

の
中

に
窟
入
せ
ら
れ
た
部
分
で
あ
る
こ
と
は
疑

い
な

い
。
た

「
現
、在

の
難
阿
含
経

が
謙
課
當
時

の
原

文
を
増
減
な
く
傳

え
た
も

の
と
假
定
し
た
上
で
」
雑
阿
含
経

(
1
)

の
現
在
形
成
立
の
年
代
が
推
定
さ
れ
た
。
本
稿
は

「現
在
の
難
阿
含
経
は
麟
鐸

當
時
の
原
文
を
増
減
な
く
傳
え
て
は
い
な
い
」
と
推
定
す
る
立
場
に
立
つ
。

先
に
墨
げ
た
阿
育
王
尊
に
關
す
る

一連
の
傳
承
は
、
劉
宋
課
の
雑
阿
含
経
二

(
2
)

三
及
び
雀

三
五
の
二
巻
に
含
ま
れ
る
三
経

の
中
に
見
出
す

こ
と
が
出
來
る
。

本

稿

で
は
便
宜
上
こ
れ
ら

の
二
雀
三
経

の
内
容

を

「
雑
阿
含
輕

の
阿
育
警
喩
A

s
o
-

K
av
p
d
a
a
」
と
呼

ん
で
お
く
。

阿
育
王

の
傳
説
を
傳
え
る
文
献

は
、

阿
育
王
経

一
〇
巻
、

阿
育
王
傳
七
巻
、

(
3
)

デ

ィ
ヴ
ヤ
、

ア
ヴ

ァ
ダ

ー
ナ

D
i
vy
v
a
d
a
n
a
,
 
C
h
a
p
.
 
2
6
-
2

9
.
 及
び
本
稿

で
問
題

と
す
る
雑

阿
含
経

の
阿
育
警
喩
等
を
塁
げ

る
こ
と
が
出
來
る
。

こ
れ
ら

四
種

の
阿
育
警
喩
は
、

共
に
説

一
切
有
部

の
傳
承
に
な

つ
た
も

の
で
あ
る
ら
し

い
が
、

四
種

の
間
に
於

て
三
種

の
系
統
に
分
け
ら
れ
る
。
傳
読

に
よ
れ
ば
ふ
阿

育
王
は
父
王
で
あ
る
頻
頭
娑
羅
王

B
i
n
d
u
s
a
r
a

か
ら
王
位
を
う
ば

い
、
長
兄

修
私

(
=
師
)
摩

S
u
s
i
m
a
 

を
滅
ぼ
し
て
孔
雀

王
朝

M
a
ur
y
a
第

三
代

の
玉

位
に

つ
い
た
と
い
う
。

こ
の
王
系
譜

を
傳
え

て
い
る
阿
育

王
輕

と
雑
阿
含
輕
と

は
、

初
代
を
施
那
羅
笈
多

(
月
護
)
王
C
a
ns
d
r
g
u
p

u

t
a
と
す
る
。

こ
れ
に
封

し

て
阿
育

王
傳
と
デ

ィ
ヴ

ヤ

・
ア
ヴ

ァ
ダ

ナ
と
は
、
初
代

の
王
を
頻
婆
娑
羅

王

B
i
m
b
i
s
a
r
a

と
し
、

宿

魔

S
u
s
i
m
a
を
第

十
二
番
[目
に
基
げ
る
。

こ
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で
四
種
の
阿
育
警
喩
に
關
し
て
素

譜
は
、
(
1
)

阿
皇

経
擁

阿
含
経
。
(
2
)

阿

育
王
傳
ー
デ

ィ
ヴ
ヤ

・
ア
ヴ

ァ
ダ

ナ
の
二
系
列

が
示
さ
れ
る
。

こ
れ

に
野
し
、

内
容

叉
は
経
典
構
成

の
組
織

の
上
か
ら
は
、
(
1
)
阿
育
王
経
ー

デ

ィ
ザ

ヤ

・
ア
ヴ

ァ
ダ

ー
ナ
。
(
2
)
阿
育
王
傳

難

阿
含

経
と

い
う
別
な

三
系
列

が
示
さ
れ
る
。

本
稿

で
は
阿
育

王
傳

難
阿
含
輕

の
系
列
が
問
題

と
な
る
。

阿
皇

傳
は
並・通
蓉

籔

え
ら
れ
て
い
る
。
し
か
柴

読

明
の
三
藏

(
5
)

版
は
之
を
五
巻
に
巻
別
し
、
叉
古
輕
録
も
之
を
五
巻
に
記
録
す
る
。
恐
ら
く
謙

繹
當
時
の
阿
育
王
傳
は
五
巻
別
の
組
織
で
あ
つ
た
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
五
巻
別

の
阿
育
王
傳
が
難
阿
含
経
の
阿
育
肇
喩
と
密
接
な
關
係
を
有
す
る
。
印
ち
、
薙

阿
含
経
雀
二
三

(第
六
〇
四
経
)
は
阿
育
王
傳
巻

一
に
全
く
等
し
い
。
叉
難
阿

含
経
雀
二
五
の
A

(第
六
四
〇
輕
)
は
阿
育
王
傳
巻
五
の
最
終
部
に
一
致
し
、

B

(第
六
四

一
輕
)
は
雑
阿
含
輕

三
二
六ハ
ニ
経
中
唯

一
つ
経
題
を
冠
す
る
経
で

あ
つ
で
、
阿
育
王
傳
巻
二
の
第
四
品

「孚
蕎
摩
羅
果
因
縁
」
に
一
致
す
る
。
要

言
す
れ
ば
、
難
阿
含
経
の
阿
育
警
喩
は
経
典
構
成
の
組
織
の
黙
か
ら
言
つ
て
、

阿
育
王
傳
の
始
め
と
終
り
及
び
阿
育
王
晩
年
の
悲
話
を
傳
え
た
、
か
の
有
名
な

牛
蕎
摩
羅
果
の
因
縁
に
よ
つ
て
形
成
せ
ら
れ
て
い
る
。
尤
も
爾
者
は
騨
繹
者
も

異
り
叉
原
典
も
異
つ
た
の
で
あ
ろ
う
か
ら
細
部
に
亘
る
記
録
ま
で
全
て
一
致
し

て
い
る
と
は
言
え
な
い
。
先
に
墾
げ
た
王
系
譜
の
相
異
等
は
特
に
著
し
い
差
異

黙
で
あ
る
。
し
か
し
輕
典
組
織
の
如
上
の
類
型
は
、
難
阿
含
経
の
阿
育
警
喩
が

阿
育
王
傳
系
統
の
集
大
成
を
知
つ
て
い
た
と
推
定
す
る
こ
と
が
出
來
る
。
印
ち

難
阿
含
経
の
阿
育
警
喩
は
現
在
の
如
き
二
巻
三
経
の
み
の
短
い
阿
育
警
喩
で
は

な
く
、
恐
ら
く
は
阿
育
王
傳
ど
同
程
度
の
部
量
の
も
の
で
あ
り
、
又
同
類
型
の

組
織
を
有
し
て
い
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
そ
の
中
の
前
後
と
中
の
一
部
が
抄
出
さ

れ
て
現
在
の
如
き
二
雀
三
経
に
ま
と
め
ら
れ
、
難
阿
含
経
の
中
に
編
入
さ
れ
た

も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

次
に
、

雑
阿
含
経

の
阿
育
警
喩

が
難
阿
含
経
自
身

の
中

で
如
何
な

る
位
置
を

占
め

て
い
る

か
、
そ

の
特
質
に
つ
い
て

一
顧
し

て
み
る

こ
と
に
す

る
。
雑

阿
含

経
は

「
如
是
我
聞

一
時
.佛

在
し
云

々
の
通
序

に
始

ま
る
極
め
て
短

い
小
経

三

二

六
三
経

の
集
大
成

で
あ
る
。

各
経

は
各

垂
猫
立

し
た
短
経

で
あ
り
、

こ
れ
ら

の

短
経
が
項
目
的

に
或
は
形
式
的

に
相
鷹
類
聚

せ
ら
れ
た
も

の
で
あ
る
と

い
う
。

こ
の
檬

に
、
雑
阿
含
経
に
含
ま
れ
る
諸
経

が
極

め
て
短

い
小
経
で
あ
る

こ
と
、

又
そ
れ
ら

が
項
目
的
に
類

聚
せ
ら
れ
て

い
る
こ
と
が
難
阿
含
経
が
他

の
阿
含
に

比
し
て
有
す

る
唯

一
の
特
徴
と
さ
れ
る
。

而
る
に
、
巻

一三
二
・
雀

二
五
の
三
経

は
、
(
1
)
他

の
諸
経

に
比
較
し
て
類
例

の
な

い
長
経
で
あ
る
。
(
2
)
巻

二
五

の
三
経

に
は

「
如
是
我
聞
」

云
々
の
通
序

が
略
さ
れ
て

い
る
。
(
3
)
巻

三
五
の
B

(
第

六

四

一
経
)

に
は
他
に
例
を
見
る

こ
と

の
出
來
な

い
と

こ
ろ

の
纒
題
、
翻

ち

「
阿

育
王
施
牛

阿
摩
勒
果
因
縁
経
」
が
冠
せ
ら
れ

て
い
る
、

と

い
う

三
つ
の
特
徴
を

示
し
て

い
る
。

こ
の
こ
と
は
こ
れ
ら

三
経

の
内
容
が

一
連

す

る
傳
承

で

あ

つ

て
、
そ
れ
自
身
が
難
阿
含
輕

の
丙

容

で
は
な

い
こ
と
を
露
呈
し
て

い
る
。

叉
雑

阿
含
経

の
外
的
資

料
即

ち
雑
阿
含
経

に
つ
い
て
記
録

し
て
い
る
と
こ
ろ
の
諸

々

(
6
)

の

パ

ー
リ
の
相
鷹
部

S
a
m
y
u
t
t
a
 
N
i
k
a

y
a
、
及
び
別
系

部
派

の
所
傳

に
な

つ
た
と

い
は
れ
る

「
別
繹
雑
阿
含

経
」

の
中

に
も
、

こ
の
部
分

の
相
當
経

が
見
出

せ
な

い
ば
か
り

で
な
く
、
難

阿
含

経

の
中
に
阿
育
讐
喩
が
含
ま
れ
ね
ば

な

ら
な

い
理
由
は

一
つ
も
示
さ
れ
て

い
な

い
。

以
上
難
阿
含
輕

の
現
在
形
成
立
年
代

の
資

料
と
も
,な
る
べ
き
雑
阿
含
経

の
阿

育
警
喩

に
つ

い
て
、
(
1
)
阿
育
警
喩

と
し
て

の
性
格
。
(
2
)
雑
阿
含
経
自
身

の
中

で

示
す

特
性

に
つ
い
て
概
観
し
て
み
た
。

叉

こ
の
中
に
読
か
れ
て
い
る

内
容

か
ら

言

つ
て
も

こ

の
部

分
が
後
世
に
於
て
難

阿
含

輕

の
申
に
編
入
さ
れ
た
こ
と
は
疑

い
が
な

い
。
で
は
こ
の
阿
育
警
喩
が
何
時
難
阿
含
経

の
中
に
編

入
せ
し
め
ら
れ

た
か
。
印

ち

こ
の
編

入
の
時
を
以

て
難
阿
含
経

の
現
在
形
成
立

の
年
代

と
す

る

難

阿
含
経

の
現
在
形
成
立
年
代

に
つ

い
て
 
(
花

山
)
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雑

阿
含
経

の
現
在
形
成

立
年
代

に
つ

い
て

(花

山
)

こ
と
が
出
來
る
。
先
に
述

べ
た
様
に
學
者

は
こ
れ

が
印
度
に
於

て
部
派

の
手
に

よ

つ
て
編
入
さ
れ
た
も

の
と
推
定
し
た
。

も
し
そ
れ
が
事
實

で
あ
る
な
ら
ば

學

(
7
)

者
の
読
は
正
し
い
。
現
在
、
梵
文
難
阿
含
の
噺
片
十
三
種
が
照
介
さ
れ
、
又
チ

(
8
)

ベ

ッ
ト
で
は
十
一
三種

の
部
分
謬
が
行
は
れ
て

い
る
が
、

し
か
し

こ
れ
ら
は
何
れ

も
部
分
的
臨
片

で
あ
る
爲
目
下

の
課
題
に
は
資

料
と
し
て
取
り
、上
げ
る

こ
と
が

出
來
な

い
。

(
9
)

経
録
に
よ
れ
ば
求
那
瞼
陀
羅

に

は
雑

阿
含

経

の
外

に

「
無
憂
王
経

一
雀
」

(
鉄
)

の
課
出
が
あ

つ
た
こ
と
に
な

つ
て
い
る
。

無
憂
王
輕

一
雀

と
は
何

か
。

纒
題
に
よ

つ
て
内
容

を
慮

れ
ば
多

分
阿
育
警
喩

の

一
系
類

で
あ
ろ
う
。

印

ち
求

郵
蹟
陀
羅

に
よ

つ
て
は
難

阿
含
輕

に
含
ま

れ
る

二
巻

の
阿
育
警
喩

と
、

無
憂

王

経

と
い
う

一
雀

の
阿
育
警
喩

と

の
二
種

の
阿
育
辱
喩
が
謬
出
さ
れ
た
と
想

定
す

る

こ
と
が
出
來
る
。

そ

こ
で
同

一
課
者

に
よ
る
二
種

の
阿
育
警
喩
に

つ
い
て
次

の
三
黙

を
考

え
る

こ
と
が
出
來
る
。

(1)
爾
者

の
阿
育
警
喩

は
全

く
異

つ
た
内
容

で
あ

つ
た
。

(2)
甲

或
は
乙
は
何
れ
か

の
綾
篇

で
あ

つ
た
。

(3)
爾
者

は
全
く
同
じ
内
容

の
も

の
で
あ

つ
た
。

(1)

の
場
合
、
翻
謬
者
は

二
種
類

の
全
く
異

つ
た
阿
育
警
喩

の
原
典
を
有
し
た

こ
と
な

る
。

こ
れ
は
當
時

の
中
國

の
現
状
で
可
能
で
あ

つ
た
か
。

叉
同

一
謬
者

が

二
種

の
阿
育
警
喩
を
謬
出

せ
ね
ば
な
ら
な
か

つ
た
必
然
性

が
考
慮

さ
れ
ね
ば

な
ら
な

い
。
印

ち
少
く

と
も
現
存
す
る
四
種

の
阿
育

警
喩

の
中

心
素
材

は
共
通

す
る

の
で
あ
る
。
(
2
)の場

合
、
醗
繹
者
は
た

一
種

の
原
典

を
有
す

る
。
鄙

ち

乙
は
甲
に
含
ま
れ
な

い
部

分
の
み
を
別
出
し
た

こ
と
に
な
る
。

こ
の
場
合
乙
が

「
無
憂

王
経
」
と
名
付

け
ら
れ
る
内
容
を
見
當

て
る

こ
と
が
出
來
な

い
。
(
3
)
の

場
合
、

量
的
に
言

え
ば

爾
者

の
無
關
係
を
噺
じ
去
る

こ
と
は
出
來
な

い
。
叉
乙

が
甲

の
抄
出
別
行
経

で
な

い
こ
と
は
記
録

に
示
す
如
く

で
あ
る
。

更
に
現
在

の

雑
阿
含
纒
は
若
干
組
織
が
混
齪
し
て
い
る
。
そ
の
混
齪
の
様
相
は

「総
を
箪
位

(
10
)

と
し
た
雀

配
列

の
順
序
に
起
因

し
て
い
る
」
。こ
れ
は
難

阿
含

輕
が
謙
課

の
當
初

か
或

は
そ
れ
に
近

い
時
代
に
於

て
後
入

に
よ

つ
て
誤
ま

つ
て
混
謝
し
た
こ
と
を

意
味
す
る
。

こ
の
事
實
は
、

同

一
謬
者

に
よ
る
無
憂

王
経

一
雀

が
混
働

の
當
時

に
於

て
現

在
の
巻

三
三
、
巻

二
五

の
位
置
に
混

入
し
て
來
た
と
考

え
る
理
由
に

す
る

こ
と
が
出
來
る
。

以
上
を
要
約
す

れ
ば
、
(
1
)
雑

阿
含

輕

の
組
織

は
観
れ
て

い
る
。

そ

の
混
餓

の

様
相

は
雀
軍

位
で
あ
る
。
(
2
)こ
の
場
合
若
干

の
雀
は
他
か
ら
混
入
し
た
と
す
る

可
能
性

が
存

す
る
。
(
3
)
雀

三
三

・
雀

二
五

の
二
雀

三
経
は
難
阿
含
輕

の
内
容
と

し
て
相
礁

し
く
な

い
。
(
4
)
こ
れ
ら
は
阿
育
王
傳

の
系
列

に
鵬
す
る

三
遅
の
阿
育

警
喩

で
あ
る
。
(
5
)
難
阿
含
経

の
同
繹
者
に

「
無
憂
王
経

一
雀
」

の
謬
出
が
あ

つ

た
。
(
6
)こ
の

「
無
憂

王
経

一
巻
」
が
難
阿
含
経

の
中

に
混
入
し
た
と
考
え
る
こ

と
が
出
來
る
。
邸

ち
、
先

に
墨
げ

た
雑
阿
含
中

に
含

ま
れ
る
阿
育
王

・
弗
沙
密

多
王
及
び
羅
迦
等

の
四
王
の
記
事
を
含
む
雀

二
三

・
巻

三
五
の
二
雀
は
元
來
雑

阿
含
経

の
内
容

で
は
な
く
、

「
無
憂

王
輕
」

の
内
容

で
は
な

か

つ
た

か

と
推
定

さ
れ
る
。

尤
も
出

三
藏
詑
集
は

「難
阿
含
纏

五
十
雀

」
を
記
録
し
、

叉
同
じ
作

(
11
)

者
檜
統

は

「繹
迦
譜
」

の
中
で
、

「
出
難
阿
含

」
と

し

て

阿
育
王
等

の
阿
育
警

喩

を
引

用
し
て

い
る

か
ら
、
僧
砧

の
時
代

に
は
現
在

の
雑

阿
含
経

の
組
織
は
既

に
形

成
さ
れ
て

い
た
こ
と
に
な
る
。

以
上
に
よ

つ
て
雑

阿
含
経

の
現
在
形
成
立

の
年
代
は
翻
課
時

(
四
三
五
)
か
ら

檜
砧

の

時
代

(
五
九

一
)
、
印

ち
西
紀

五

世
紀
か
ら
六
世
紀

の
間
に
比
定
す

る
こ
と
が
出
來
る
。

1
 
松
本
丈
三
郎
著

「
佛
典

の
研
究
」
(
三

三

一
頁

三
三
二
頁
)
。

2
 
大
正
、

二
、

一
六

一
・
b

一
七
○

・
c
。

一
八
○

・
a

一
八
二

・

a
。

一
七
七

b

一
八
○

・
a

3
 
大
正
、

五
○
、

三
一三

・
曾
伽
婆
羅

(
5
1
2)
課
。

大
正
、

五
○
、

九
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九

心安
法

欽

(
3
0
6)

誰
。

D
iv
.
 ed
.
 by
 
E
.
 
B
.
 
C

o
w
e
l
l
 
a
n
d
 
N
e
i
l
,

C
a
m
b
r
i
d
g
e
 
U
n
i
.
 
1
8
8
6
.
 

(p
p
.
 34
8
-
4
3
4
.

)
.
 c
f.
 
W
i
n
t
e
rn
i
t
z
,
 

P
r
z
-

y
l
s
k
j
,
 
R
.
 

M
i
tr
a.

4
 

大

正
、

五

〇
、

一
三

二

・
b
。

大

正
、

二
、

一
六

二

・
a
。

大

正
、

五

〇
、

九

九

・
c
。
D
i
v
.
 p
.
 3
69
,
 
l
.
 

5

9
-
.

5
 

大

正
、

四

九
、

六

五

・
a
。

大

正
、

五

五
、

一
三
一三
ハ
・
勲
。

同
、

三

五

四

・
b
。

6
 

四
分
律

(大

正
、

二

二
、
九

六

八

・
b
)
。
五
分

律

(
大

正
、

一三

一
、
一

九

一
・
a
)
。
毘

尼

母
経

(
大

正
、

二

四
、

八

二
〇

・
葛
)
。
摩

講

曾

砥

律

(
大

正
、

二

二
、

四

九

一

・
c
)
。
喩

伽

論

(
大

正
、

三
〇
、

七

七

二

・

c
)
。
根

本

説

一
切
有

部

毘

奈

耶

難

事

(
大
正
、

二

四
、
四

〇

七

・
c
)
等
。

7
 

哲

學

難

誌

・
四

八

二

四

八
三

(
昭

二
。

四

・
五
)
。

8
 

心不
教
研
究

・
新

二

の
四

(
大

正

一
四

・
六ハ
)
。

9
 

大
正
、

五
五
漸

三
二
・
a
。

一
一
五

・
c
。

一
七
五

・
b
。

二

一
三
。

g
。
二
五
九

・
a
。
三
六

二

・
b
。

五
二
八

・
c
。

八
二
五

・
b
。

10
 

學
會
誌
第

二
巻
二
號
拙
稿
参
照
。

11
 

大
正
、

五
○
、

七
六

・
b

八
四

・
b
。

邉
記

以
下
に
掲
げ

た

「
難
阿
含
経
原
型
復
元
試
案
」
は
、

姉
崎

・
椎

尾
爾

博
士

の
試
み
と
は
、
別
謬
雑
阿
含
経
と

一
致
す
る
部
分

に
於
て
若
干
異
る
。

本

試
案
で
は

「雑
阿
含
経

の
組
織
混
齪
は
巻
配
列
の
順

に
起
因
す
る
」
と

の
推
定

に
基
礎
を
置
く
か
ら
で
あ
る
。

雀
四

一
・
四
六

・
四

・
三
六

・
一
三
一は
別
難
原

型

の
組
織

に
從

い
、
巻

一
〇

・
三
は
掻
顛
に
よ
り
、

雀

三
二
・
四
三

・
一
二
。

四
七
は
各
内
容
か
ら
到
漸
し

て
各
位
置
に
復
し
た
。
特

に
椎
尾
博
士

の
新
訂
本

(
國
課

・
阿
含
部
)

に
負
う

と
こ
ろ
が
大
で
あ
る
。

雑阿含脛原型復元試案表
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